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1．概要

1.1　背景と動向

1990 年代頃から加速していたグローバル化，つまりヒト，モノ，カネ，情報の国際的移動が
2020 年のコロナウィルスの世界的大流行によって大きな影響を受けている。特に，ヒトの移動に
おいては世界的に大きく制限され，一方で，情報の伝達方法や伝播はさらに急速な広がりを見せて
いる。大学教育においても留学プログラムなどで実際に海外へ行って異文化体験することのみなら
ず，海外の珍しい物品などを実際に見て，触れて，学ぶといった対面形式の授業機会さえも持つこ
とが難しい状況があった。オンライン授業を余儀なくされた状況で，大学における異文化理解教育
をどのようなものにすればと良いのか，という観点から異文化理解教育に関連する授業の再検討を
図る必要性があった。
また，近年の国際理解教育において頻繁に掲げられる「多様性」，「多文化共生」，「Sustainable 

Development Goals（SDGs：持続可能な開発目標）」の実現に向けて，世界各地で起こっている
分断や紛争，あるいは世界規模で取り組むべく地球環境問題など看過できない事態を解決するため
に，国・地域や人種を越えた平和実現や問題解決の取り組みに向けた人材育成が喫緊の課題となっ
ている。

1.2．問題と目的

本稿では，大学における異文化理解教育のあり方を，授業実践という観点から考察する。授業実
践という観点においては，文部科学省が学校教育における国際理解を推進するために「実践的な態
度・能力を育成していくため，国際教育の実践力の向上と「学びの広がり・深まり」をもたらす授
業づくり」を基本的視点として捉え，各教科，道徳，特別活動，総合的な学習の時間等を含めた学
校での教育活動全体の中で取り組む重要性を強調している。その一方で，「国際理解教育を取り巻
く現状と課題」として，文部科学省はいくつかの観点から問題点も示している。授業実践からの観
点においては，現状と課題として 2 点ほど指摘されている；（1）「一部の教員任せになっており学
校全体の取組になっていない傾向」と（2）「英語活動の実施すなわち国際理解という誤解，単なる
体験や交流活動に終始など，国際教育の内容的希薄化，矮小化への懸念」である。このような現状
と課題の背景に，国際理解教育で扱うべく要素となる「国際的」な事物や「文化」という概念に含
まれる要素があまりにも抽象的で多岐にわたることがあることは容易に推測できる。また，それら
に対して膨大な観点が含まれるため，目的や目標の設定が難しいことも考えられる。さらに，その
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アプローチや評価のし方に一定の基準がないことが大きな理由としてあげられる。
国際理解教育や異文化理解教育として，今後においても更なる教育的プログラムが必要だと考え

られるが，目的や目標の曖昧性への指摘や混乱も見受けられる（佐藤　2007，文科省，2005 a）。
そのため，どのようなアプローチが効果的であるか模索が続いている現状がある。また，多くの文
献では国際理解教育と異文化理解教育が同義として扱われているが，本稿では国際理解教育と異文
化理解教育を区別し，特に異文化理解教育に焦点を当てることとする。したがって，本稿では，大
学における異文化理解教育のアプローチについて検討することを目的とし，後述する「情操教育」
としての異文化理解教育の実践を通して，その可能性と課題について考察する。

1.3．国際理解教育と異文化理解教育の位置づけ

国際理解と異文化理解について区別をするため，それぞれの位置づけを整理しておく。文部科学
省国立教育政策研究所と JICA は，2011 年に共同で「グローバル化時代の国際教育のあり方国際
比較調査」を行い，JICA の国際比較調査チームがまとめた『国際理解』を表す用語の定義とその
導入の背景は次のように示されている（表 1）。

表 1「国際理解教育」の定義

＊『平成 17 年度版　文部科学白書』

文部科学省国立教育政策研究所・JICA（2011）「グローバル化時代の国際教育のあり方国際比較調査」（一部

抜粋引用）

表 1 に示されているように，学校教育現場における文部科学省の国際理解教育の考えとして「異
文化を理解する」こと，「異なる習慣や文化を持った人々と共生する能力の育成」が核となりうる
ことが想定される。また，NIED 国際理解教育センターの定義によると，「自分とのかかわりにお
いて地球の課題を理解」と，「共通の未来・公正な地球社会作りに参加する技術や態度を養うため
の総合的な教育活動」と解釈できる。しかしながら，依然として抽象的な概念や曖昧性を残してい
るように思われる。そのため，どのようなアプローチが効果的であるか模索が続いている現状がある。
一方，異文化理解教育の定義においても数多くの定義が存在するが，その前提として文化につい
ての定義もなされる必要がある。しかしながら，文化的な事象の説明が困難なものや，行動・生活
様式などの要素や文明などとの関連性を含むがゆえにその定義づけも完全には確立されていない。
佐野ら（1999）は，文化摩擦の観点から「実質行動」と異文化理解の関係を示している。「実質行動」
とは，「コミュニケーション行動」（言語的・非言語的コミュニケーションなど）以外の人間のあら
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ゆる行動を表し，それが文化摩擦を生じさせる一因であると説明している。図 1 で見られるように，
「言語使用の適切さ」や「非言語的手段」などの「言語外コミュニケーション行動」の知識は，実
際には「礼儀」と密接な関係にあり，両者が不可分であることを指摘した上で，「実質行動」は異
文化理解の知識，「コミュニケーション行動」は異文化間コミュニケーションとして分けられている。
この説明によると，国際理解教育の要素と比較して，異文化理解はより身近な一般常識，礼儀，価
値観などによる社会・文化行動を指すことが示唆される。

図 1：社会・文化行動から見た異文化理解と異文化コミュニケーションの位置づけ（佐野ほか，1997，p.62）

佐野ら（1999）は，外国語教育における異文化理解教育について言及し，英語で英語圏の文化
を教えるだけではなく，日本語も利用しながら学習者が現に持っている自国の文化についての
competence，つまり，「異なる発想をする他人を分析し受け入れる能力を核にして，それを異文
化までに拡大していくことが大切である」と述べている。
多くの国際理解教育あるいは異文化理解教育では，国際社会で活躍できる異文化理解能力をもっ

た人材を育成すべく，国際的なものや外国語によるコミュニケーションや留学などの異文化体験に
焦点が当てられることがほとんどである。しかしながら，竹内（2012）は「異文化理解能力」の
概念の曖昧性について，「異文化コンテクストにおいて適切に振る舞う能力」というような異文化
理解能力を表す定義が，正確には異文化理解の為の「能力」ではなく，異文化コミュニケーション
を通してそのような能力を発揮することによって生まれる「結果」の描写である，と指摘している。
したがって，国際理解教育においては，国際的な話題・知識や異文化体験などを取り入れるだけで
はなく，実際の異文化体験の前段階において，新しい文化に対する新たな視点や価値観を養うこと
ができるように仕組むことが重要であると考える。
また，瀬田（2007）は，異文化理解教育を国際理解教育の中の重要な一分野と位置づけた上で，
異文化理解教育の実践で必要な文化要素を目に見える外面的文化要素と目に見えない内面的文化要
素の 2 つに分類し，各要素に含まれる文化項目について提案を試みている。これら 2 つの文化的要
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素における包括的な文化概念は「文化とは，意識的にせよ無意識的にせよ社会の中で学習されるも
の」（瀬田，2007，p.130）とされている。外面的文化要素として，瀬田は学習者の発達段階を考慮し，
校種別に異文化理解教育で扱うべき要素の分類を提案した。内的文化要素としては，価値観・価値
指向に限定し，異文化理解教育で扱うべき 4 つの要素を提案した（表 2）。

表 2：瀬田（2007）による異文化理解教育で扱うべき文化要素

外面的文化要素

小学校 食べ物，衣服，住居，気候，学校の様子，遊び

中学校 食べ物，住居，学校生活，遊び，言語，教育制度，社会構成

高等学校 食べ物，ファッション，言語，宗教，学校の様子，教育制度，
政治・経済，歴史，芸術・文学作品

内面的文化要素

a．個人主義（ individualism）／相互依存（ interdependence）

b．可動性（mobility）

c．社会的相互性（Social Reciprocity）

d．交友関係（ friendship）

このように，異文化理解教育に必要とされるものは，直接的にそれぞれの文化や言語活動と結び
つくものというより，むしろ価値観に繋がっているものという見方ができる。多民族・多文化共生
のための国際的視点を養うためには，国際理解教育や異文化理解教育においては，対象となる国の
人々や文化に対する気持ちや心の在り方，価値観，すなわち「情操」が重要となると考えられる。

2．情操教育について

2.1．情操の定義

「情操」の定義は必ずしも一定しておらず，定義するのが非常に難しいものだと見受けられる。
その上で，林（1978）は，情操は一般的に「文化的・社会的価値を持つ対象にたいして抱く複雑
でしかも比較的静的で持続的な高次の感情である。」と説明し，さらに分かりやすくいえば「価値
感情」とでもいえる，と説明している（林，1978，p.47）。さらに，情操とは，「真なるもの，善
なるもの，美しいものなどの価値にたいする理想にむけられる時，体験される心的状態（感動する
気持ち）が情操（sentiment）といわれる。これは，感情の一種であるが，基本的欲求が伴ってい
ないところの感情である。」と広義的解釈が示されている（林，1978，p.37）。すなわち，真善美
に対する価値感情であると解釈することができる。「情操」はさらに分類され，「道徳的情操」，「美
（芸術）的情操」，「宗教的情操」，「知（論理）的情操」などと呼ばれることがある。「道徳的情操教育」
とは，他者を思いやり，物事の善悪を判断する力を養うための情操教育を指し，協調性や社会性を
身につけることに役立つと考えられている。「美（芸術）的情操教育」は，「美しい」と感じる心や
素直に感動する心を育て，豊かな感情による想像力や創造性に繋がると考えられている。「宗教的
情操教育」は，自己だけではなく，自然界における動植物の生命の尊さを知り，他者に対する尊重・
尊敬の念を育む情操教育を意味する。特定の宗教の知識や信仰心を育む情操教育を指すわけではな
い。「知（論理）的情操教育」は，知的好奇心を促し，積極的に学ぶ姿勢を育てる情操教育を指す。
これら 4 つの領域は，異文化理解教育においても共通する観点である。よって，本稿では，これら
の 4 つの情操教育の概念を異文化理解の情操教育的アプローチにおける観点として用いることとする。
一方で，「情操」と密接にかかわっている概念として「情動」がある。佐藤（1962）によると，情動（情
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緒）とは，「怒り・恐れ・驚き・喜び・悲しみ・憎しみ・愛情・嫉妬などのように，生命の危機や
衝動的欲求の妨害や欲求の満足に伴って体験される比較的強い分化した心の状態である」と定義さ
れている。佐藤・古島（1966）は，この情動と情操について次のような概念の捉え方を述べている。

情操という用語はセンチメント（sentiment）の訳語といえる。情動はかつて情緒といっ
たが，これはエモーション（emotion）の訳語である。エモーションはまさにモーション
（motion）であり，気が動くことであり，それで情動という訳も出てきたわけであろう。
喜怒哀楽その他どのような感情でもいいが，あり刺激に対しての激しい動きのある感情を
情動と呼ぶ，その時その場の刺激に応じての反応が情動だとおさえてよい。（p.5）

さらに，佐藤・古島は，情操を 2 つの考え方に分け，「感情の過程」と「感情の構造」としての
見方を示した。

（前略）情操についてはいろいろな考え方があるようだが，大きくいって二つの考え方を区別で
きる。一つは，感情の過程とみるのと，もう一つは感情の構造とみるのとである。（中略）両方
を含めて情操というのは，その時その場の刺激に対する反応というだけではなくて，そういう
反応が場合によっては純化される面もあるだろうし，場合によっては習慣化される面もあって，
その結果，情動のように衝動的な，断片的な，偶発的なものではなくて，あるひとりの人格の
基底として安定したもの，これを情操というふうに押さえていいのではないかと思う。（p.5-6）

佐藤・古島によると，情動は，刺激に対する喜怒哀楽のような感情を伴う一過的の反応を指す。情
動は動的・爆発的で，感情の主体が刺激に支配されている概念とされる。一方，情操の概念には 2
つの捉え方があり，1 つ目の「感情の過程」としての情操の概念は，刺激に対して冷静に判断や批
判を下すことを表す。この概念は，情動と比較して，「純化され昇華された高級な感情」を示した
概念であるとされる。2 つ目の「感情の構造」としての情操は，ある特定の刺激対象について同じ
ような反応を習慣的に繰り返していると，同様の事態に対しては同じような反応が起こるようにな
ると考えられており，そのような固定化されていく傾向を意味する。異文化という未知のある種の
刺激に出会う際，上記のような「ひとりの人格の基底として安定したもの」によって，その刺激と
の向き合い方が変わってくるものと考えられる。

2.2．情操教育と関連教育分野

日本における情操教育は，教育現場で幅広く導入されている。情操という言葉自体は戦前（古く
は明治時代）から使われていたようであるが，情操教育という言葉は，とりわけ保育・幼児教育や
学校教育における音楽・体育・図工（美術）・道徳などの分野で重要視されている。保育における「情
操教育」の定義は，広義として「愛情や信頼感をもって園生活を楽しむ中で，美しいもの，尊いもの，
崇高なものを見たり聞いたりし，素直に感動し，それを身近な人に表現しようとする気持ちを育て
ることをいう。」と示されている（保育用語辞典，p.79）。ここでは「園生活」という極めて限定的
な場面における定義ではあるが，子どもたちにとって園生活は一種の社会生活として見なすことが
できる。また，子どもたちが心や人間力としての基盤となる情操を育むのに適した時期が幼児期か
ら 10 歳前後とされ，一般的にはその時期に情操教育を行うことが奨励されている。
一般的な「情操教育」の定義としては「（ヘルバルト学派が用い始めた語）創造的・批判的な心
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情，積極的・自主的な態度，豊かな感受性と自己表現の能力を育てることを目的とする教育。知性・
道徳性・美的感覚・共感性などの調和的な発展をねらいとする。」とされている（広辞苑，2014）。
このような目的を持った情操教育は，幼児期から 10 歳前後の児童のみならず，思春期やそれ以降
における人格形成や人間の成長過程においても重要なものと考えられ，情操教育は幼児教育から大
学までの教育における全ての教育的基盤として共通した目的と考えられる。仮に情操を育むことが
可能な時期が幼児期から初等教育の期間に限定されるとすると，それ以降の学校教育の意義につい
て情操教育を除外して説明することが難しくなってしまうのではないかと考える。高等教育におい
て新しい情報や知識を得ると，物事に対する視点や考え方が変わる可能性があり，情操においても
そのような柔軟性が残っていると考えられる。したがって，先述したような，文部科学省が提案し
ている国際理解教育の各教科，道徳，特別活動，総合的な学習の時間等を含めた学校での教育活動
全体の中で取り組む難しさといった課題に関しては，情操教育的アプローチによって解決できる可
能性を見出せるのではないかと考え，その可能性を探ることとする。さらに，高校までの学校教育
で行われた国際理解教育を大学ではどのように情操教育と関連づけて発展的に扱うべきか検討する。

3．異文化理解教育の情操教育的アプローチ

3.1．授業実践

2021 年度 4 月から 7 月に実施された共通教育科目としての「異文化を知る」（履修登録 120 名）
において，情操教育の観点を利用した授業を行った。全 15 回のうち，12 回は広島県内のコロナウィ
ルスの感染状況を鑑みてオンライン授業（同時双方向型・オンデマンド型）で実施した。使用テキ
ストは，『異文化理解とオーストラリアの多文化主義』（田中，2019）を使用した。本テキストの
特徴としては，オーストラリアという一国の文化様式のみならず，国民性や価値観を通して多民族・
多文化共生のあり方について考えることができる書籍である。

3.2．授業展開

前述の国際理解教育や異文化理解教育における問題点を踏まえて，内容やテーマにまつわる情操
教育の 4 つの概念を観点として導入した。授業展開としては，最初に課題に対するフィードバック
を行い，匿名で受講生の回答からいくつかを紹介した。
（1）課題や確認クイズのフィードバック（10 ～ 20 分）

提出された受講生の回答を匿名で紹介
（2）本時の内容・導入，展開，まとめ（60 ～ 70 分）

テキストの内容やテーマについて解説，その他の文化情報や資料などを紹介
（3）本時の課題の説明・確認クイズの提示（5 分）
（4）課題・確認クイズへの回答（15 ～ 20 分）

Google Classroom や Google Forms を通じて主に短文形式で回答し，翌週までに提出

授業において工夫した点は，授業内容を踏まえながらも，内容そのものや，知識に関する課題や確
認クイズだけではなく，他の文化や自分の文化について，受講生一人ひとりが自身の視点や価値観
によって気持ちや考えを述べられるような問いを設定した。また，模範解答となるような意見では
なく，なるべく異なる意見を提示し，他の受講生からの回答を共有することによって自分とは異な
る視点への気づきを促すよう仕組んだ。表 3 は，情操教育の 4 つの観点に関連づけた質問例を示し
たものである。
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表 3：質問例と情操教育的観点

例えば，質問 1 については，テキストで紹介されている外国からの訪問者と宿泊先の対応に関する
誤解の例を取り上げて，上記のような問いを投げかけた。テキストで扱われている話題の背景とし
ては，オーストラリアから日本を訪問する人たちの中には，地方の伝統的な旅館に宿泊することを
望むこともあるが，旅館に問い合わせると外国人はお断りするという返事が少なくないそうである。
外国人からすると，それを差別や偏見だと受け取られるが，旅館側の話をよく聞いてみると，さま
ざまな異なる生活文化や食文化に旅館が対応できないのが主な理由であり，偏見ではないというこ
とである。このような事例を扱った上で，質問例に対する受講生の主な反応は表 4 の通りである。

3.3．受講生の反応と情操教育的観点

受講生の回答からは，質問項目と適合する情操の種類として厳密に区別される反応というよりは，
むしろ，それぞれの情操の要素が複雑に絡み合っているような興味深い回答がいくつかあった。ま
た，異文化理解教育以外の科目や分野と関連づけた回答もいくつか見られた。例えば，質問例 1 に
対する回答において，観光学で学んだことと関連づけた回答や，質問例 6 においては禅的な思想，
質問例 5 や質問例 9 においては，政治的視点や社会的視点を含んだ反応が見受けられた。
表 4 に示されている受講生の反応例は，全体のごく一部ではあるが，他の受講生からのにおいて

も概ね質問項目と関連している情操の種類に呼応するような回答であった。例えば，質問 1 に対す
る回答では，外国から日本への訪問者に対して配慮する心（道徳的情操）や相手を尊重・尊敬する
心（宗教的情操）に関する意見が述べられているものが多かった。
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表 4：受講生からの反応例



181

4．考察とまとめ

4.1．学習者の情操につながる「気づき」

受講生の回答から，直接的な異文化体験ではなくとも，大学生の「異文化に対する情操」を育て
ることを目的とした異文化理解教育は可能であると見受けられる。例えば，授業でテキストや資料
などを通して他の文化について理解する際にはカルチャー・ショックに似た感覚を持ち，問いに答
えようとすることによって，これまで当たり前だと思っていた日本文化についても多角的に見つめ
直し，リエントリー・ショックに似た感覚を持つことが可能と考えられる。そのためには幼児期か
らそれまでの体験や経験によって培われた感性と基礎的な情操が必要とされることは言うまでもな
いが，大学において異文化に対する情操を育てるとは，言い換えると，学習者の中で情操に繋がる
新しい視点や気づき，つまり「マインドフルネス」がもたらされていることを示唆している。
マインドフルネスの概念は，近年異文化コミュニケーション研究など幅広い分野においても重要

視され，ランガー（1990）によると，マインドフルネスを体得するためには 3 つの考え方；（1）
新たな分類への創造，（2）新しい情報への着目，（3）物事には複数の考え方があること，を理解
することが大前提となる。「新たな分類への創造」は，既存の枠や先入観を超えて，新たな枠組み
を創り出す概念を示す。「新しい情報への着目」は，新たな情報に目を向けて，新たな視点をもつ
ことを意味する。「物事には複数の考え方があること」という考え方は，複眼的視点をもった寛容
的な態度の重要性を示している（小坂，2017，p.36）。したがって，文化（他文化・自文化）に対
して正誤で評価できるような知識を問うことではなく，あくまでも理解や表現に関わる情操に焦点
を当てたアプローチが異文化理解教育には必要である。さらに，異文化理解に関わる情操は，学習
者が実際に異文化と出会う前に養われておくことが望ましいと考えられる。

4.2．今後の可能性と課題

情操教育としての異文化理解教育の実践と通して，今後の異文化理解教育において次の 3 つの可
能性；（1）異文化理解教育が，異文化を通じて情操を養う教育機会となる可能性，（2）情操教育
における主な 4 つの側面を異文化理解教育における観点として導入できる可能性，（3）実際の異文
化体験の事前段階に養うべき価値観として情操教育を異文化理解教育に取り入れられる可能性，を
示唆した。また，限定的ではあるが，情操教育としての異文化理解教育を外国語学習や第二言語習
得における「情意」に関する研究や学習方略に関する研究と関連づけられる可能性もある。
しかしながら，一方で，異文化理解教育の情操教育的アプローチは，その評価方法についていく
つかの課題が残った。実際に「異文化を知る」における評価は，上記の質問に対する回答のみならず，
出席状況やレポート提出などによって総合的に評価された。したがって，情操教育の観点のみで客
観的に評価することには限界も感じられた。例えば，「多様な価値観を受け入れる視点や態度を育
成できたと見なす評価基準とはどのようなものになるか」，「授業として行われたため評価を意識し
て，本当に受講生たちが自分の心の中にあることを述べているかどうか」，「実際に心の中にあるこ
とを，言葉を通してどこまで正確に表現できていたか」，といった問題である。特に，留学生にとっ
ては，日本文化が彼ら／彼女らにとっては外国文化ということになり，母国の文化との比較にもな
ると，より複数の文化比較として複雑な側面をもつことになる。その複雑な価値観を外国語である
日本語で表現する難しさがあったと思われる。当然のことながら，情操教育が「価値観」と強く繋
がっているため，教員の価値観との相違が評価に影響してはいけないため，評価については慎重に
なる必要がある。学習者に多角的な視点を求めることと，その評価の観点の絞り方に矛盾が生じ得
る。今後，より実践的な枠組みの構築や多角的視野の評価のし方について検討が必要である。
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